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研究成果の概要（和文）：　我が国の城下町都市等では、道路の正面に山の頂を眺望できる「山当て」と呼ばれる現象
が見られるが、これらが意図を持った計画や手法であったことは証明されていない。
　本研究では、GISとGPSを用いた山当ての精密な計測方法を構築し、城下町都市と殖民都市を対象に、目視で確認され
てきた山当ての実態を客観的に解析した。さらに、対象となる道路や山の性格等を把握してその関係を詳細に分析する
ことで、仮説的にその意図を考察した。その結果、例えば城下町都市では、大枠の骨格部、治水事業実施部、鍵型街路
、堀の屈曲部、門や枡形、社寺の参道や寺町の軸等において、特定の意図をもった設計手法であることを明らかにした
。

研究成果の概要（英文）："Yama-ate" is a major aesthetic feature of Castle Towns, referring to the landscap
ing phenomenon that the crowned mountaintop can be seen from the town's main street; yet, the methods to l
ay out towns with design intention is hitherto unverified.
 This research starts to target several cases of Castle Town and Colonist City, analyzing the actual condi
tions by executing GIS and GPS mechanism, which contribute high-precision measurement of the landscaping c
omposition, with mathematic values, unbiased and objective.Then, by grasping the characters of the street 
and the mountain to which the street faces, it sets up a hypothetical study on the design. Namely, how was
 the main street designed to be the castle town's framework, the flooding control done to renovate rivers 
and moats, the Key-shaped or bended road planned; and how were the Castle Gate and Shrine or Temples built
 to fit the Axis. All these questions, in terms of design methods and the intention behind, are to be made
 manifest.
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１．研究開始当初の背景
　我が国の城下町都市や北海道の殖民都市
などでは、道路の正面に山の頂を眺望でき
る『山当て』と呼ばれる現象が多く見られる。
　これらは、山への眺望をデザインした意
識的なものと、それとは無関係な自然発生
的なものに大別されると考えられる。しか
し、これらは仮説的なものであり、前者が
意図を持った計画や手法であったことは証
明されていない。
　城下町都市の山当ての構成に関してはこ
れまでにも指摘されてきた。しかし、これ
らは厳密に定義したものではなく、大縮尺
の地図上や現場での目視による確認であっ
た。また、城下町都市と殖民都市の建設に
は約 300 年の時差があり、同じ現象であっ
ても異なる意図があったとも考えられる。
　こうした計画の意図を推察する根拠を得
るためには、現象が見られる道路や山の性
格などを把握し、山容などとの関係からそ
の実態を詳細に分析する必要がある。
　同時に、目視で確認されてきた現象とし
ての山当てを、精密な計測によって、山頂
に向う道路や河川等に沿った視軸の実態を
客観的に解析することが重要である。

２．研究の目的
　第一に、GIS と GPS を用いた精密な計測
によって山当ての実態を解析する方法を構
築する。第二に、これを用いて、城下町都
市と殖民都市を対象に、山当ての実態を数
値データで検証する。第三に、現象が見ら
れた道路や山の性格などとの関係を詳細に
分析し、仮説的に山当ての意図を考察する。

３．研究の方法
①鶴岡市での試行をもとに、GIS と GPS を
用いた上記の検証方法を構築した。
②城下町都市：全国の 47 都市を対象に山
当ての実態調査を行い、現象が特徴的に見

られる場所等を明らかにした。次に、７都
市での現地調査に基づいた詳細分析から、
山当て意図を考察した。
③殖民都市： グリッド市街地における対
象道路の性格を分析する方法を検討した。
次に、北海道の 88 都市を対象とした目視
調査により山当てを発見し、６都市での詳
細分析から山当て意図を考察した。

４．研究成果
(1)GIS・GPS を用いた山当ての検証方法
　「道路の正面に山の頂が位置している眺
望」の実態を、道路中心ラインと山頂の座
標との位置的なズレの量として定量的に検
証する計測方法を構築した。
　なお、以下の GIS による作図は、「ArcGIS 
for Desktop 10.2（ESRI 社製）」を用い、ベー
スマップは、水平方向誤差が 2.5m 以内で
ある国土地理院の「基盤地図（1/2500）」
を使用した。
①山当ての計測に先立ち、現地での目視調
査によって対象道路を発見し、視点場 <a>
と中心点 <b> の位置を特定した。
②以下の方法で視点場 <a> と中心点 <b> の
座標を計測した。⑴基盤地図または精度が同
等以上のベースマップがある場合は、GIS で
作図して両点の座標を計測した。⑵高精度
のベースマップが取得できない場合は、GPS
を用いて現地で実測した。一般的に購入
可能で高精度が期待できる Differential-
GPS を用いた（S0KKIA 製 GIR1600）。仰角
を算出するための視点場 <a> の標高は、国
土地理院が公開するデータを用いた。
③対象山の山頂の座標を特定した。まず「地
形学上の山頂」の座標を特定し、視点場
<a> から視認できるかを確認した。不可視
の場合は「見かけの山頂」を特定する。
④ <a> 点と <b> 点をつなぐ道路中心ライン
と、<a> 点と山頂 <P> を平面上で結んだ山
頂ラインを作図し、これらの角度の差を「ラ
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※１：現在、GIS で使用されるデータは殆どが世界測地系
　　　日本測地系を使用する場合はデータ追加前に座標の投影変換が必要
※２：第１～ 19 系に分かれており、地域によって座標系が指定されている
　　　　http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/patchjgd/download/Help/jpc/jpc.htm
※３：基盤地図情報ダウンロードサービス／国土地理院
　　　　http://fgd.gsi.go.jp/download/GsiDLSelFileServlet
※４：ZmapTownⅡ<( 株 ) ゼンリン、1/2500 相当 >は水平方向誤差が 1.75m 以下
※５：ZmapAREAⅡ地域別詳細図 <( 株 ) ゼンリン、、1/10,000 相当 >、等
※６：ポイントデータは座標補正ソフトウエア（PatchJGD、国土地理院）による補正
　　　　http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/patchjgd/
　　　ラインデータおよびポリゴンデータは 「ArcGIS 10 測地成果 2011 対応
　　　パック（ESRI ジャパン）」により補正
●対象道路
※７：有効な古地図としては、①明治期に北海道庁が作成した「殖民地
　　　区画図」、②形成期直後に作成された1/2500以上の精度を有する
　　　「明細図」、③明治初期に作図された「字限図（法務局）」、
　　　④現在の「字限図」、⑤発掘調査による「復元図」、等がある
※８：一般的に購入可能で最も高い精度が期待できるDifferential-GPS
　　　を用いた（S0KKIA製GIR1600）水平方向の誤差は１m程度である。
※９：標高の取得位置の精度は標準偏差で1.0m以内、高さの精度は標
　　　高点の標準偏差で0.7m以内である。数値標高モデル（JPGIS形式）5m
　　　メッシュ／国土地理院
　　　　http://fgd.gsi.go.jp/download/GsiDLSelFileServlet
●対象山
※10：測量の基準点（JPGIS形式）／国土地理院
　　　　http://fgd.gsi.go.jp/download/GsiDLSelFileServlet
※11：日本の主な山岳標高　日本の山岳標高一覧／国土地理院
　　　　http://www.gsi.go.jp/KOKUJYOHO/MOUNTAIN/mountain.html
※12：日本山岳地図集成（学習研究社：1975年）、新日本山岳誌（日
　　　本山岳会：2005年）、等がある。
※13：ＣＧにより実際の地形を映像として再現した地形透視図（カシ
　　　ミール）を用いて山頂の可視範囲を求め、視点場がその範囲に
　　　在ることを確認する
※14：空間解析ツール(ArcGIS 3D Analyst)により、対象山山頂以外の
　　　ポイントが視点場から立面上最も高い場所に位置すると視認さ
　　　れる場合、その地点を「見かけの山頂」として特定する
●ライン間角度
※15：真北を 0.000°とし、視点場 <a> を中心とする両ラインの方位角を
　　　GIS 上で求め、山頂ラインからみた道路中心ラインまでの水平
　　　角度を算出する。ライン間角度 <α>＝道路中心ライン方位角−山頂
　　　ライン方位角、で表され、道路中心ライン方位角＞山頂ライン
　　　方位角の場合にαは正の値となる。
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●使用ツール：ArcGIS for Desktop 10.2 （ESRI 社製）
●座標系：世界測地系／平面直角座標系
●ベースマップ
・基盤地図（1／ 2500）。水平方向誤差は 2.5m 以内
・上記と同等程度の精度が確保されたベースマップ
・周辺の山岳地域のデジタルマップの併用
●緯度経度の補正（東日本大地震による地殻変動への対応
・測地成果 2011 へ補正

図２　GIS・GPS を用いた山当ての検証方法
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図１　山当ての考え方と用語の定義



イン間角度α」として算出した。絶対値が
小さい程、より道路正面に山頂が見えるこ
とを示す。なお、以下ではライン間角度を
α、仰角をβで表記している。

(2) 近世城下町の山当ての実態
①全国 37都市における山当ての５類型
　近世城下町都市の内、周辺自然環境や地
形条件に応じて都市骨格が強く規定されて
いる 47 都市を対象に、山当ての実態を定
量的に把握した。その結果、37 都市で 315 本
の対象道路が確認された。これらの立地は、
⑴骨格街路（大手道、街道、等）、⑵ディテー
ル街路（鍵型屈曲街路、等）、⑶治水事業
実施部（軍事目的で掘削された堀、灌漑・
生活用水路、等）、⑷構築物（橋桁、城門
や枡形等）、⑸信仰の場（社寺の参道、寺
町の軸等）、に整理できる。
②鶴岡の山当て
　５つの対象山に向かう 13本の対象道路が確
認された。平均値はα =0.81°とβ =3.80°で
ある。α＞ 1.50°の 2本を除くとα =0.44°
と精確である。
　山当ては南北方向の骨格街路において顕
著に見られるが、各々の方位角は微妙に異
なり、異なる対象山 (鳥海山、金峰山、母
狩山 )に向いている。また、治水事業が行
われた内川は、南側の金峰山（α=-3.996°）
と母狩山（α =4.688°）の中間へ向かい、
北は鳥海山（α =-0.008°）に対して精確
に向かう。さらに、鳥海山と金峰山の山頂
を結ぶラインは、大手門側の内堀の軸上に
重なることが明らかになった。
③村上の山当て
　７つの対象山に対して 24 本の山当てが
確認された。αは 0.028°〜 4.774°の範
囲にあり、βの平均値は 5.41°である。
　骨格街路では、後述する長井町−小町ラ
インを除いてα =0.035 〜 0.716°である。
特に、山容が円錐形で山頂が視認しやすい
対象山へは、αの平均値が 0.25°と極め
て精確である。
　村上の特徴は、鍵型に屈曲して直線が歪
められている街路において、山当てが顕
著に見られる点である。例えば、長井町−
小町ラインは、北の下渡山（α =4.774°）
と南の山居山（α =3.093°）に対して同
程度のズレが見られ、各々の両端で２つの
山は視界から消える。しかし、その先の鍵
型街路で再び視界に入る。
　さらに、建物の側面を通る街路では、正
面街路との直交関係が崩され、山当てを構
成している場合が多く見られた。
④盛岡の山当て
　７つの対象山に対して 14 本の山当てが
確認された。αの平均値は 0.65°である。
　４本の骨格街路は、α =0.01 〜 0.61°
の範囲にある。特に大手道は、城内にある
烏帽子岩の中心点と愛宕山山頂を結んだ軸
上にα =0.003°で精確に重なる。同様に、

奥州街道−烏帽子岩ラインもα =0.043°で
ある。なお、複数の城門が烏帽子岩から等
距離にある等、盛岡が同岩を中心とした同
心円型構造であることが明らかになった。
　外堀においても３本の山当てが見られ、
αの平均値は 0.49°である。他の街路は、
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基本的に骨格街路と平行・直交関係にある
が、一部の町人地ではこれを 1.7°崩すこ
とで、精確な山当てを構成している。
⑤熊本の山当て
　５つの対象山に対して 19 本の山当てが
確認された。α =0.058 〜 1.510°の範囲
にあり、平均値は 0.674°である。βの平
均値は 5.882°である。
　熊本の特徴は、信仰の対象である金峰山・
花岡山への軸線と社寺配置に関係するもの
が 11 本あること、治水事業実施部で７本
の山当てが見られること、等である。
　例えば、骨格街路の１つは 300m 以上の
長いスパンで金峰山に向かう軸線であり、
α =0.058°と精確である。これは、城下町
建設の初期段階で形成されたエリアにある。
　また、街路や水路の屈曲部で対象山が切
り替わる山当てが確認された。例えば、古
町と新町の間の堀は、屈曲点で三淵山から
花岡山へと対象山が替わる。さらに、正面
街路・水路との直交関係を崩して、山当て
を構成している場合も多く発見された。
⑥鹿児島県の外城麓集落の実態
　薩摩藩では、藩直轄地である「外城」と、
島津一門等の「私領」に区分して領内を支
配した。これらでは、地頭仮屋や領主仮屋
の一帯に郷士が集住する麓が建設された。
本研究では、加治木、入来、知覧の麓集落
を研究対象とし、以下を明らかにした。
　第一に、古くから重要な位置づけにあっ
た主要骨格街路においては、３麓集落のす
べてで山当てが確認された。加治木の仮屋
馬場、入来の犬ノ馬場、知覧の本馬場、等
である。いずれもαが1.5°以下であった。
　第二に、３麓集落にある 13 の対象山の
内、８つが地域と密接な関係にある山や城
郭であることが文献調査により確認され
た。骨格街路の山当ては、すべてこれらを
対象にしてる。
　こうした明確な軸線の形成に加え、景観
演出を思わせる山当てが多く確認された。
　例えば、加治木の五老峰に向かう対象道
路では、経時的な景観変化を伴う山あてが
見られた。街路を進む過程で何度も目標物
が切り替わるもの、屈曲ごとに１つの目標
物に対するズレが大きくなって視界から
外れるもの、 屈曲ごとに山頂が正面に定
まっていくものと、等である。同様に、知
覧の本馬場においても、目標物の切り替わ
りが確認された。また、知覧の本馬場沿い
にある武家屋敷の庭園では、母ヶ岳が借景
的に用いられている。
⑦近世城下町・麓集落における山当て意図
　第一に、城下町の骨格街路を計画する際
に、象徴軸として山に対する明確な軸線が
引かれた。α値は小さく、軸同士は平行・
直交の関係が崩されている場合が多い。
　第二に、骨格街路に基づいて計画された
ディテール街路は、周辺との幾何学的な関
係を崩してでも山に軸線を向ける明確な意

図６　熊本の山当ての実態

図７　入来の山当ての実態

図８　知覧の山当ての実態

図９　加治木の山当ての実態



図が存在した。
　第三に、街路を往来する際の連続的な景
観変化が意図的に演出された。鍵型屈曲部
分での山の見え隠れ、屈曲に伴う対象山の
切り替わり、屈曲ごとに山頂が正面に定ま
る現象や視界から外れていく現象、等が確
認された。
　第四に、古代からの地域の風土や文化・
信仰と密接に関連させる意図がある。信仰
の対象として古くから崇められた聖なる山
や磐座が山当ての起点として用いられ、ま
た、社寺の参道上に山当てが確認された。
　第五に、縄張りの計画や河川改修等の土
木事業においても山当てが意図された。街
路と同様に、治水事業実施部や構築物でも
山当てが顕著に確認された。

(3) 殖民都市における山当ての実態
　明治期に北海道庁が「市街地区画図」等
に基づいて計画的に整備したグリッド市街
地を分析対象とした。非グリッド市街地等
は除外した。以下、グリッドを「Ｇ」と略す。
①対象道路の性格の分析方法の確立
　Ｇ市街地にある対象道路は、<農耕Ｇ道
路 >と <市街地Ｇ道路 >に大別される。こ
れらは、計画者の意図に基づく場合と、グ
リッドという規則性のもとで整備された場
合があり、それを判別する方法を確立した。
②グリッド市街地における山当ての発見
　北海道のグリッド市街地の内、88 都市
を対象とした現地調査を実施し、29 都市
において 48本の山当てを確認した。
③羊蹄山周辺地域の山当て
　羊蹄山（蝦夷富士）周辺の４町村におい
て、❶～❿の 10 本の山当てを確認した。
農耕Ｇ道路が６本、市街地Ｇ道路が４本で
あり、前者は全て基線等である。GPS で実

測した結果、これらは、α =0.336 〜 2.814°、
β =3.337 〜 14.563°の範囲にある。
１)倶知安町：羊蹄山に向かう❶ラインは
基線であり、α =0.530° , β =10.984°
である。ワイスホルンへの❷ラインは、こ
れと直行する基号線である (α =0.686° ,
β =5.093° )。農耕Ｇの計画段階では市街
地計画はなかったが、❷沿いに <後置・整
合型 >市街地が形成されたため、市街地か
ら山を眺望できる構造となった。
２)真狩村：直行する❹ライン(α=0.336° ,
β =14.579° ) と❺ライン ( α =2.121° ,
β =4.961° ) が、古くから女山・男山とし
て対で認識されてきた羊蹄山と尻別岳に向
かう。❹が基線、❺が基号線である。❹と
上記❶の方位角はほぼ一致し、羊蹄山を挟
んだ２本の基線が直線上にあることから、
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図 11　ニセコ町の山当ての実態
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図 10　羊蹄山周辺地域の山当ての実態



広域的な農耕Ｇ計画が実施されたと考えら
れる。農耕Ｇの測設直後に❹沿い等に <予
定・整合型 >市街地が設置され、市街地か
ら羊蹄山を望む構造となった。
３)ニセコ町：直行する２本の基線の正面
に山が眺望できる。羊蹄山に向かう❻ライ
ン ( α =2.024° , β =9.947° ) とニセコ
アンヌプリへの❾ライン ( α =2.814° ,
β =8.205° ) である。また、農耕Ｇの計
画段階で、❻と❾の交差部（基点）に <予
定・整合型 >市街地を設置した。❾を大通
とし、❻沿いには役所や学校等を配置して
おり、直行する２軸で対象山を眺望できる
十字型の都市構造を形成した。
４)京極町：上記３都市より遅れて農耕Ｇ
が測設され、基線等での山当ては見られな
い。農耕Ｇに規定されない <後置・自由型
>市街地を形成した。ニセコアンヌプリを
望む❿ライン（α =2.445°、β =3.293°）
は、既存道路を一部で踏襲した市街地の基
準線である。沿道には役場等が配置された。
④近世集落に隣接する新市街地の山当て
１)岩内町：港町として栄えた近世集落に
隣接して <単独・自由型 >市街地を形成し
た。岩内岳に向かう⓫ライン（α=0.388°、
β =9.553°）は、近世集落の中心部の道
路と直結され、官庁街が形成されてきた。
図 12 を見ると、近世集落中心部から＜見
込道路Ⓐ＞が延伸され、その正面に <新県
出張所 >が計画されている。⓫は、この新
県出張所から岩内岳に向かってる。
２)余市町：丘陵地を挟んで近世集落から
離れて <単独・自由型 >市街地が整備され
た。⓬ラインは、ここで最初に開削された
市街地の基準線である。これが整備された
直後に、道路正面に余市神社が設置され、
そこからは蒔田山（α =0.423°）と大黒
山（α =0.594°）が重なって見える。
⑤殖民都市における山当て意図
　第一に、独立峰である羊蹄山周辺におい
ては、農耕グリッドの基準線として２つの
山への直行軸として計画された。その軸上
に <整合型 >市街地を設置することで、市
街地からも対象山を眺望できる構造とした
と考えられる。倶知安町と真狩村の他、特
にニセコ町では基準線の交点部に <予定・

整合型 >市街地を計画することで、両者で
山当てが構成された。
　第二に、農耕グリッドに規定されない <
自由型 >市街地において、市街地グリッド
の基準線として計画された。岩内町では近
世集落と連続する都市軸として延伸させ、
余市町では寺社等を設置して景観軸を形成
する等の工夫がなされたと考えられる。
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0.618°／0.589°

2.415°／3.443°

①形成分類
②空間分類
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<図３参照 >

 （注）
　測設とは：原野または市街地
　の区画図をもとに、測量によ
　り区画（グリッド）の交点に
　標識となる杭を設置する作業

表１　殖民都市における山当て意図


